理科教材の基礎研究(2)―特に河川の水質汚濁と生物指標― by 福島 博
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多摩川の環境要因
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多摩川の環境要因 DO (1987) 














































































































くなる。 st.11多摩水道橋付近より下流は値が 0になる場合が多いが，春季は st.16六郷橋よ
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謂査紐点番号



































































































































































も広く分布している種で四季を通じて見られるのは st.8関戸橋， st.9是政橋， st.11多摩水
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道橋の 3地点である。冬季は上記の 3地点に st.12二子橋が加わっている。春季は冬季の 4地
点に st.10多摩川原橋と st.13丸子橋が加わり， st.8関戸橋～ st,13丸子橋までのすべての 6
地点で優占種となっている。夏季はさらに分布が広がり， st.7日野橋より st.15多摩川大橋ま
での 9地点に分布している。秋季は少し分布が減少し， st.4永田橋， st.7日野橋から st.9是
政橋， st.11多摩水道橋， st.13丸子橋， st.14ガス橋の 7地点になっている。ハリケイソウ
Nitzschia frustulum v. perpusillaは冬季は st.4永田橋～ st.7日野橋まで，春季はst.
5拝島橋～ st.7日野橋まで，夏季は st.4永田橋と st.9是政橋，秋季は st.2調布橋， st.4永
田橋， st.7日野橋と季節によって少しずつ分布にずれが認められる。ハリケイソウNitzschia
pal eaは冬季 2地点，春季 2地点，夏季4地点で秋季は見られない。なお，これらの地点の重
なりは春季と夏季にそれぞれ 1地点だけで重なりは少ない。フネヶイソウ Naviculasubmi-
nusculaは冬季 3地点，春季 5地点，秋季 2地点だけで，重なっている地点は 3地点である。
フネケイソウ Naviculamutica は春季 1地点，夏季 1地点，秋季 4地点で，これらの地点の
重なりは全くみられない。ビロウドランソウ Homoeothrixjanthinaは日本の河川の夏季に最
も多い藻類であるが，多摩川は例外的に少ない河川である。冬季 2地点，夏季 3地点，秋季 4
地点で検出でき，夏季と冬季でそれぞれ2地点ずつ重なっている。
（昭和63年 1月受付昭和62年度個人研究B)
